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○位置
栃木県佐野市

○ 基盤整備により、長辺140mを超え
る大区画ほ場（最大1.7ha）を整備。

○ 事業後の集積・集約化を見据え、
事業計画時から農地バンクを活用。

○ ＩＣＴ水管理システムの導入により
水管理作業の省力化を実現。

○ 大区画化に伴い、更なる生産性向
上のため、スマート農機を積極的に
導入し、農作業の省力化を推進。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

さのし

農作業労働時間の削減

○ 大区画化による機械作業の効率化や、ＩＣＴ水管
理システムを設置したことによる水管理作業の省
力化が図られ、労働時間が削減。

栃木県

馬門地区
まかど ○ トラクタの自動操舵システムや直線アシスト田植

機を導入したことにより更なる機械作業の省力化
が実現。

2.3

0.8

0

(hr/10a)

約70%削減

■農作業機械稼働時間の比較

0.5

1.0

1.3

2.7

0.8

1.6

耕起 代掻き 田植え

(hr/10a)

5.3時間

2.6時間
約50％削減

整備後
自動操舵導入

(R5)

整備前
(H30)

■水管理作業時間の比較

整備前(H30) 整備後(R5)

基

盤

農地の大区画化と営農作業の効率化

（R1年～）

基盤整備

○ 区画整理により、最大で1.7haの農地へ大区画化、
長辺140mを超える区画を整備。

○ ＩＣＴ水管理システムを導入することにより水管理
作業を省力化。

整備前の農地（0.3～0.5ha）

【整備前】
ほ場は小区画で農道も狭小であり、農作

業に支障を来していた。
大型機械の導入も困難な状況。

地
域
の
取
組

○ 基盤整備においてICT水管理システムを導入。
基地局の設置による近隣地域への波及も期待。

○ 経営規模拡大に向け、計画的にスマート農業機
器等を導入。

○ 経営体別にほ場をブロック分けすることで、大区
画の形成及び集積・集約化が実現。

経営体への集約

約80戸の
小規模
個別経営

担い手：９名
・集積率 82%
・集約化率 80%

担い手
ブロック

小規模農家
ブロック

担

い

手

整備前（H30） 整備後（R5）

○主要作物
・水稲、二条大麦

○主な支援施策
・農業競争力強化農地整備事業

（R1～R8）

計画的なスマート農業導入

地域に設置された
無線基地局 ５

1.7ha

約140m

整備後の農地（最大1.7ha） ＩＣＴ水管理システム

自動操舵システム 直線アシスト田植機

スマートフォンでの水管理作業

整備前の農地（0.3～0.5ha）

用排兼用の土水路

水管理システム基地局

【北海道新十津川町】
しんとつかわちょう

省⼒化・
スマ農

国⼟強靱化 グリーン

保全管理
基盤整備を契機としたスマート農業の導入による省力化 【栃木県佐野市】

さのし
省⼒化・
スマ農

地
域
の
取
組

担
い
手



○ 調整池及び排水路の整備により
排水能力が向上。

○ パイプラインの排泥作業と合わ
せて、水路の清掃作業を実施。

○ 調整池の草刈り等清掃作業を実
施し、地下浸透力を維持。

○ 排水能力向上により湛水面積及
び被害額が減少。

【工夫のポイント】

基

盤

調整池及び排水路の整備による排水能力の向上

○ 調整池及び排水路を新しく整備し、
大雨時の農地への湛水被害を防止。

○ 周辺の農地の雨水を調整池に貯留
させることにより、排水能力が向上。

本地区は排水施設が未整備であり、雨
水の排水を地下浸透方式で実施。

露地栽培から施設栽培への転換や、都
市化の進行により、雨水の地下浸透面積
が減少し、表面流出量が増加したため、湛
水被害が増大。

水路や調整池の清掃 湛水被害の未然防止

基盤整備
（H28年～R4年）

整備後の調整池

排泥弁を開き水路洗浄
○ 土地改良区管理のパイプ

ラインの排泥作業と合わせ
て、水路の清掃作業を実施。

○ 排水能力向上により、浸水想定被害面積及び
想定被害額が減少。

○ 調整池の草刈り等の清掃
作業を適切に実施し、調整
池の地下浸透力を維持。

【整備前】

６

○位置
群馬県太田市

【取組地域の概要】

おおたし

大久保地区

○主要作物
・ほうれんそう、小玉すいか、やまといも

○主な支援施策
・農村集落基盤再編・整備事業(H28～R4)

おおくぼ

草刈り状況

生
産
現
場

施
設
管
理

群馬県

農地の湛水状況（農地）

○ 対策により地区内排水が適切に調整池へと流
下し、地下浸透処理されるようになった。

営農状況（やまといも）

営農状況（ほうれんそう）

農地の湛水状況（ハウス）

H28 H28R5 R5

被害なし 被害なし

整備後の排水路

【北海道新十津川町】
しんとつかわちょう

省⼒化・
スマ農

国⼟強靱化 グリーン

保全管理
湛水被害の軽減に向けた調整池及び排水路の整備 【群馬県太田市】

おおたし

国⼟強靱化

湛水被害軽減により作物の生産性が向上

○調整池及び排水路
の整備を契機として
湛水被害が軽減さ
れ、高収益作物の
生産を促進。

106,130

想定被害額（千円）

39.6

想定湛水面積（ha）



○ １haを標準区画とする大区画に
整備し、大型機械を導入。

○ 用水系統の再編と自動給水栓
の導入により水管理労力を削減。

○ 担い手法人を設立するとともに、
スマート農業の導入効果を検証。

○ スマート農業を積極的に導入し
生産コストの削減を推進。

【工夫のポイント】

基

盤

農地の大区画化による生産性の向上と農作業の効率化

導入した大型コンバイン

ほ場は小区画
で不整形であり、
農 作 業 に 支 障 を
来しており、大型
機 械の導入 も困
難な状況。

基盤整備

地
域
の
取
組

生

産

現

場

スマート農業の導入効果の検証

基盤整備を契機としたスマート農業の導入

自動運転トラクタによる農作業労働時間の削減

担
い
手

安定化した法人農業経営の取組

（Ｈ４年～Ｈ11年）

○ GPS制御による株間・施肥量キープ機
能により、ほ場条件やオペレータの熟度に
関わらず、夕暮れ等の視界不良時でも、
高精度の作業が可能に。

○ 米の生産コスト削減を目的にコンソーシアム「神
崎町スマート農業実証プロジェクト研究会」を設立。

○ ２か年にわたって実証を行い、スマート農業技
術の導入による経営の効果を明らかにした。

○ 大区画化により自動運転トラクタ導入が実現。
○ 無人機と有人機の協調作業により、耕耘作業時間を慣行区

より最大60%削減。（ほ場までの移動時間除く）

【整備前】

７

○位置
千葉県香取郡神崎町

【取組地域の概要】

かとりぐんこうざきまち

千葉県

○主要作物
・水稲、小麦、大豆豆類

○主な支援施策
・低コスト化水田農業大区画ほ場整備事業

(H４～H11)

・スマート農業技術の開発・実証プロジェクト
(H31～R２)

神崎東部地区
こうざきとうぶ

○ 利根川の浚渫土を利用して基盤の嵩上げを行い、１haを標準区画と
する大区画に整備し、大型機械を導入。

○ 揚水機場の整備と用水のパイプライン
化を行い、自動給水栓を導入。

自動給水栓

基盤整備前のほ場

大区画化されたほ場

自動運転トラクタ

16.0

8.2 6.4

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0

慣行区 実証区（R1年)
1ほ場2台

実証区(R2年)
隣接ほ場

耕耘作業時間(分/10a)
約60％
削減

栽植密度調査(R1年)

作業精度20株平均(cm)設定株間(cm)品種

100%18.018.0ふさおとめ

100%20.921.0コシヒカリ

4月27日水稲移植 総作業面積200a

作業精度実使用量設定量

101%240箱242箱(12箱/10a)苗箱

100%880kg880kg(44kg/10a)施肥量小麦の収穫

直進キープ田植機

【北海道新十津川町】
しんとつかわちょう

省⼒化・
スマ農

国⼟強靱化 グリーン

保全管理
スマート農業の導入による生産コストの削減 【千葉県香取郡神崎町】

かとりぐんこうざきまち
省⼒化・
スマ農

スマート農業実証農家における検証結果

○ 自動運転トラクタ、GPS連動直進キープ田植え
機、農業用マルチローター、収量メッシュマップコ
ンバインを導入。

○ 営農管理システ
ム（KSAS）の導入
によるほ場管理。

○ 「農事組合法人神崎東部」を設立し、ブロック
ローテーションや裏作を実施。

経営面積 85.9ha
水稲 60.3ha
小麦・大豆 25.6ha



○位置
長野県塩尻市、松本市、

東筑摩郡朝日村

○ 加圧散水方式から自然圧散水方
式へ切り替え、加圧機場14か所を揚
水機場２箇所に集約。

○ 管理施設の集約化に伴う水管理
作業の省力化を実現。

○ 事業を契機に５つの水利管理組織
を統合。

○ 農道の拡幅や段差の解消により、
大型機械の導入を実現。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

しおじりし まつもとし

長野県

岩垂原地区
いわだれはら

基

盤

水管理作業の省力化と作業性の向上

水
管
理
事
務

○主要作物
・レタス、ハクサイ、キャベツ、リンゴ

○主な支援施策
・県営畑地帯総合整備事業 （H13～H24）

○ 揚水機場を２つに集約し、水管理作業が省力化。

○ 水路兼用農道の整備により、湛水被害を解消。

○ 農道の拡幅と、ほ場との段差解消により、大型機械の導入
や農道ターン等作業性の向上を実現。

1111

22

1212
1313

1414

33
11

1010
4,54,5 6,76,7 8，98，9

14か所ある機場の労力負担が大きい。

排水路が未整備のため、 畑地の湛水
被害が発生。

農道が狭く、大型機械が通行できない。

○ 事業により、管理する機場が大幅に減少し
たことに伴い、５つの管理組合を１組織に統合
し、事務の効率化を実現。

水利管理組合の統合地
域
の
取
組

自然圧散水方式への更新による農産物の品質向上

生
産
現
場

○ ポンプの老朽化に
よる圧力の変動により
散水範囲にムラが
あったが、水利施設の
更新によって野菜の
生育不良やレタスの
品質低下が解消。

25
0

50

30
0

管理省力化と使用電力・維持管理費の削減

○ 機場の集約化により年平均電力使用量を約35％削減。

○ 管理する機場数の縮減により、電気保安点検費用を
約64％削減。

年平均電気量の比較 年平均電気保安点検費用の比較

改修前改修後

14機場２機場

降雨時

（H13年～H24年）

基盤整備

速やかに排水

排水不良

(KWh) 94,872

62,089

約35%削減 (円)

717,571

256,518

約64%削減

８

整備された水路兼用農道 未舗装の農道

更新後の安定した散水状況

【北海道新十津川町】
しんとつかわちょう

【長野県塩尻市ほか】
しおじりし

省⼒化・
スマ農

国⼟強靱化 グリーン

保全管理
畑地かんがい用ポンプ施設の集約による水管理の省力化

保全管理

ひがしちくまぐんあさひむら

１

２機場

機場

○ 管理者が78名から47名となり40％の削減。

省⼒化・
スマ農

【整備前】



○ 排水機場のリアルタイム監視・操

作により、施設管理者・地域操作人

の巡回時間と人員を大幅減。

○ 排水機場の安定した運転により、

湛水被害の軽減が図られ、新タマ

ネギ等の高収益作物の栽培面積が

増加。

【工夫のポイント】

基

盤

排水機場管理の遠隔化

○ 浜松市内33箇所の排水機場のうち、優先度が高い５機場に
クラウド型の遠隔監視操作システムを導入。

○ 迅速で確実な排水機場管理の実現と操作労力の軽減、安全
性を確保。

市が委嘱する地域操作人の
担い手が高齢化により減少。

頻発化する集中豪雨等によ
り操作の負担と危険性が増大。

基盤整備

地
域
の
取
組

生

産

現

場

産地維持・発展に向けた地域の取組

営農体系の転換

高収益作物の作付け拡大

排水機場の機能強化による省力化

（R2年～R4年）

○ 機器、場所、時間を問
わず施設状況を把握で
き、施設管理者・地域操
作人の巡回時間が減少。

【整備前】

９

【取組地域の概要】

○主要作物

・タマネギ、サツマイモ、水稲、ネギ

○主な支援施策

・農村地域防災減災事業（R2～R4）

○位置
静岡県浜松市

はままつし

静岡県

浜松南部地区

田尻排水機場遊水地の増水
(H27.9.8台風18号)

Webカメラ
（除塵機周辺監視）

○ 浜松市西南部地域の新タマネギ「はるたま」は、
毎年１月頃に全国一早く出荷することで農業生産
額の拡大に寄与。

○ 三方原用水や天竜川下流用水の安定供給によ
り、タマネギ以外のサツマイモやチンゲンサイ等の
多彩な作物の生産が拡大。

チンゲンサイ サツマイモ

○ 地域の農業関係者で構成
する「浜松市南部地区農地利
用調整協議会」が、地区内の
生産者の意向把握と農地の
マッチングを推進。 利用権設定累積面積の推移

55ha

82ha ○ 農業用水の安定的な

確保とともに、排水機場

の迅速かつ確実な運転

により、湛水被害の懸念

が軽減したことで、耕作

放棄地の発生防止や、

新タマネギ等の生産規模

の拡大に寄与。
タマネギ栽培面積

省力化の効果

○ 多面的機能支払交付金を
活用して地域ぐるみで農業用
施設の維持管理や環境保全
活動を展開。 営農施設点検状況

○ 地域操作人の負担軽
減及び安全確保が図ら
れ、操作人員の削減を
実現。

遠隔操作の様子
臨場操作の様子

新タマネギ「はるたま」

はままつなんぶ

【北海道新十津川町】
しんとつかわちょう

省⼒化・
スマ農

国⼟強靱化 グリーン

保全管理
遠隔化による排水機場の管理の効率化 【静岡県浜松市】

はままつし 保全管理



○ 基盤整備により標準区画を1haとし、
一部で4.2ha、2.5ha、2.0haの大区画ほ
場を設置。

○ 事業を契機に担い手に100%集積。

○ ほ場の大区画化と合わせて、更な
る生産性の向上を図るため、スマート
農業を実践し、各種農作業に係る労働
時間を大幅に短縮。

【工夫のポイント】

基

盤

スマート農業に対応した基盤整備

ほ場は小区画で農道が狭いた
め、農作業に支障を来しており、
大型機械の導入が困難な状況。

基盤整備

生
産
現
場

スマート農業への取組

基盤整備とスマート農業による省力化

（H29年～R5年）

○ ICT自動給水栓により、水管理時間を79%削減。
○ 直進キープトラクタにより、耕耘等の作業時間を削減。

○ 地区担い手の（農）高野生産組合が上越市など
とともに、令和元年度に農林水産技術会議のス
マート農業実証プロジェクトに参加。

担
い
手

農地の集積

○ 地区内の全ての農地を担い手に集積し、ほぼ
100%の集約化を実現！

【整備前】

10

○位置
新潟県上越市

【取組地域の概要】

じょうえつし

○主要作物
・水稲、大豆、たまねぎ

○主な支援施策
・農業競争力強化農地整備事業(H29～R5)

・農地耕作条件改善事業(R2～R4)

○ スマート農業対応大区画ほ場整備と、スマート農
業への取組により、ほ場整備前後で労働時間を66%
削減。

ドローン見学会

高野地区

新潟県

たかの

4.2ha
2.5ha

2.0ha

整備前の農地（0.2～0.3ha）

農道幅2.0m

ターン農道を利用した耕区間移動

整備前
（H28）

整備後
（R5）

水管理時間（分/ha） 耕耘・荒掻・代掻きの労働時間（分/ha）
出典：上越市

出典：新潟県農地部ICT自動給水栓

【北海道新十津川町】
しんとつかわちょう

省⼒化・
スマ農

国⼟強靱化 グリーン

保全管理
大区画基盤整備×スマート農業により大幅な省力化を実現！ 【新潟県上越市】

じょうえつし
省⼒化・
スマ農

○ 最大で4.2haの農地へ大区画化、農道幅を6.0m
として大型機械を導入。

○ ターン農道の設置により効率的な耕区間移動が可能に。

79%減

29%減 39%減
25%減

66%減

直進キープトラクタ




